　　２－４「いとしのカメレオン」☆紹介ブログ

もっと死体が生まれるようなら！
「もっと死体が生まれるようなら、担いであげてもいいのですよ」
「まだまだ腐ったのや、干からびたのが、彼らに化けているはずでしょう！」
ふたりの間にある少女の顔が後ろに押しやられ、口が開き、靴のない両足が同時に床をたたく――――

今、映画のスクリーンにクローズアップされた少女の顔のなかを、死体らしきものを引きずって男たちがいく。
「この少女の姿は化けの皮、少女姿の老婆は、夢をみるんですね」

〒[―――僕は飛ぶ生きもので、走る生きものではない気がするんだ。それなのに、根本的な欠陥は、僕が翼を持っていないことだ。　腕は翼だろうか？　きみの黒髪は翼だ！　きみの翼に乗って、僕も飛びたい！！]

少女姿の老婆の手に、握り締められている手紙には、若々しいハートマークが覗いている。

「いま頃、あの世界から、手紙が届いたりするから、いけないんじゃないですか？」
男たちに引き摺られていく少女は、風に吹かれた花びらの戯れのように、前へ、前へ、苦もなく運ばれていく――――
こんな風に、「いとしのカメレオン」は詩のように始まります。

　まだ間にあうかもしれません。グッドラック、あなたの過去を、未来のごとくお届け致します！！

――――お互いに、生まれたときのことを、死んだときのことを忘れ果てて、気にもとめないでいるんですね。あなたが、あなたの夢に反して、あなたがあなたの才能に反して、心情に反して、愛に反して、現在こうあるには、理由があったはずです。必ず、理由があったはずです。転帰があったはずです。

生まれたときからの忘れていることを思い出してください！　みんな、もしも、あのとき！　多分あの時！　そう思ってここに、集まって来られたのでしょう！！
大声はマイクだ。聴衆が息を呑んでいる―――

冒頭から島さち子は、もしも、あのとき、と考え続けてきた、不運の人たちを会場へと導いていきます。
そして、
―――未配達の膨大な郵便物の山のなかから、自分宛の葉書や手紙を、ご自分の手で受け取っていただくことといたしました。まだ、間にあうかもしれません。グッドラック！！　ここに、あなたの過去を未来の如くお届け致します！！―――――

「いとしのカメレオン」の登録が完了しました。これは、島さち子の最後の作品です。その意味では、集大成とみることもできるでしょう。詩のような、構成は、より、自由であることを求めた結果ではないかと、思われます。島さち子は、この作品をもって、筆を折りました。感慨無量のものがあったはずです。

なんとも、奇想天外な、深遠で、不思議な、愛すべき作品です。
舞台のシナリオとしても、劇画としても、素晴らしい作品ができることでしょう。ある意味でこれは島さち子の私小説なのかもしれません。

最後までご愛読下さいますように‥‥‥。島さち子は没後にあっても、不思議な不思議な夏を通して、この作品の続編を生きているように思われます。
　　　　２０１０．１０．３　　　Ａｍ　　８．３０　　　エンマ　

かあさま！　かあさま！　かあさま！！
老婆姿の少女も、少女姿の老婆も、老婆姿の老婆も、老人姿の少年も、少年姿の老人も、老人姿の老
人もいて、友人にも、恋人にも、夫にも、子供にも、社会にも背かれて、ずっと独りぼっち、微かに
呟いている言葉は同じものだ。

　みんな種も仕掛けもない生き方をして、生まれた時のまま、何一つ自分に手を加えてはいないようだ。

　母親に先立たれた子供たちが、母親に捨てられた子供たちが、母親に殺された子供たちが、母親を捨てた子供たちが、母親を殺した子供たちが、囁いているのだ。

―――お母さん！　かあさん！
　鼻に皺を寄せて、突然少女が叫んだ。
―――ママ！　ママ！
　耐え切れなくなって、少女姿の老婆が叫ぶ。

　一呼吸の間。周囲から、ぱら、ぱらと、臆病そうな拍手が起こり、ぱら、ぱら、ぱら、ぱらと、もっと気弱そうな拍手を巻き込み、ぱら、ぱら、ぱらと、もっと消え入りそうな拍手を飲み込み、更に、恥かしそうな、少年たちや老人たちの拍手を乗せて、もう、拍手が鳴り止まなくなる。

　みんな、共感を持って受け入れ、魂を浄化した気分で、同類といる気安さで、共鳴現象を起こしたように鳴り止まない群衆――――

　これは「いとしのカメレオン」の紹介です。島さち子はもしも、あのとき、と考え続けてきた、この孤独で薄幸な人々を、会場ココ会館へと導いていきます。

　そして、言います。人生でたった一つ確かなことがある。それは、誰にも母親がいたことだ！！　と。

　　　　　　　２０１０．１１．１０　　　　　Ａｍ８．００　　エンマ
まだ間にあうかもしれません。グッドラック、あなたの過去を、未来の如くお届け致します！！
―――お互いに、生まれたときのことを、死んだときのことを忘れ果てて、気にもとめないでいるんですね。あなたが、あなたの夢に反して、あなたがあなたの才能に反して、心情に反して、愛に反して、現在こうあるには、理由があったはずです。必ず、理由があったはずです。転帰があったはずです。生

まれたときからの忘れていることを思い出してください！　みんな、もしも、あのとき！　多分あの時！　そう思ってここに、集まって来られたのでしょう！！
　大声はマイクだ。聴衆が息を呑んでいる―――

　冒頭から島さち子は、もしも、あのとき、と考え続けてきた、不運の人たちを会場へと導いていきます。
　そして、
―――未配達の膨大な郵便物の山のなかから、自分宛の葉書や手紙を、ご自分の手で受け取っていただくことといたしました。まだ、間にあうかもしれません。グッドラック！！　ここに、あなたの過去を未来の如くお届け致します！！―――

　「いとしのカメレオン」の登録が８月１８日完了しました。これは、島さち子の最後の作品です。その意味では、集大成とみることもできるでしょう。

　どうぞ、小さいことにこだわらずに、ご自分を解放してご覧下さい。そしたら、作品の見事さが、わかってくるでしょう。命の不思議さが肯定できることでしょう。
　世界中の文学作品のなかから、すすめたい、第一の作品は？　と問われたら、迷うことなく、「いとしのカメレオン」とお答えいたします。
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